
外で飲むコーヒーで幸せタイム
田村 聖さん（24）

土佐市支
所管内よ

り

　実家がニラ農家で、農業が身近な職業だっ
た田村さん。一度、工場勤務を経て、４年前
に就農。現在は独り立ちし、約35㌃でニラを
栽培しており、規模拡大が目下の目標です。
「冷たい風が当たるとすぐ葉焼けするので、き
め細やかな管理を心がけています」。趣味は
キャンプで「朝、ほ場で湯を沸かし、コーヒーを
入れるのが息抜き」と笑顔を見せてくれました。

　月２回、長者事業所で行われる直販市に
仁淀女性部はお総菜や野菜などを販売してい
ます。大野さんは調理を担当しています。み
んなと旅行に行きたいという思いで女性部に
加入しました。旅費の足しになればと、１～２
品作っていたら評判を呼び、冬場なら12品も！  
作るように。支部長の斉藤正子さんと一緒に
パチリ☆  旅行、楽しんできてくださいね～♪

　ナツちゃんが刈谷家にやってきたのは昨年
の５月。日高村にある保護猫カフェから譲り受
けました。人懐っこくて甘えん坊のナツちゃん
は次女の美月ちゃんが大好き♪  寝るときは美
月ちゃんのあごを吸いながら（ ！ ）べったり甘
えています。ナツちゃんがティッシュや新聞紙
で遊んで散らかしても 「しょうがないねぇ♡」と
許してしまう、可愛さです♡

佐川支所
管内より

斗賀野支所管内より

仁淀支所管内より

女性部の旅行が楽しみ！
 （左）大野 妃佐恵さん　（72）
 （右）斎藤 正子さん　　　（75）

おお の　 ひ     さ    え
我が家のお姫様♡
ナツちゃん（メス・10か月）
飼い主：刈谷 文彦さん
                              倫子さん
                             彩花さん  
                             美月さん 

かり  や　 ふみ  ひこ

　２歳の長女と５カ月の次女と４人家族の徳
廣家。二人はそれぞれユリ農家として、若手
農業者の会で出会いました。 
　梓さんは 「草引きとか農作業は育児の息抜
きになって楽しい！ 」と、生粋の農業女子。
今はカサブランカと色物のユリを３品種栽培し
ています。真澄さんは 「今後は種類も規模も
増やしていきたい」とのこと。
　徳廣家の挑戦は始まったばかりです。

た   むら　ひじり

営農も、子育ても、二人三脚
徳廣 真澄さん        （35）
           梓さん             （28）
          咲月ちゃん（５カ月）

とくひろ　 ま   すみ

あずさ

さ  つき

のり  こ

あや  か

み  づき

さい とう　まさ  こ
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スクール

職員研修

組織

営農

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

新人職員が農業実習
トマトの摘果を体験

たくさん友だちができたね！
あぐりキッズスクール　卒業式

　

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
Ｉ
Ｎ

仁
淀
川
地
区
は
１
月
11
日
、
第
１

期
生
の
卒
業
式
を
佐
川
町
で
開
き

ま
し
た
。
同
ス
ク
ー
ル
校
長
の
大

原
光
鶴
常
務
が
、
ス
ク
ー
ル
生
に

卒
業
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。
大

原
常
務
は
「
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
協
力
し
合
っ
て
実
現
す
る

体
験
を
し
た
と
思
う
。
こ
こ
で
の

経
験
は
成
長
し
て
い
く
う
え
で

き
っ
と
役
に
立
つ
。
大
人
に
な
っ

て
も
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

い
の
町
立
伊
野
南
小
学
校
３
年

生
の
上
田
葵
生
さ
ん
（
９
）
は
「
農

業
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
み
ん
な

で
協
力
し
あ
い
頑
張
っ
た
の
で
、

友
情
が
深
ま
っ
た
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
卒
業
式
の

後
に
開
い
た
茶
話
会
で
は
、
管
内

の
女
性
部
や
助
け
あ
い
組
織
の
部

会
員
ら
が
食
事
を
振
舞
い
ま
し
た
。

地
域
の
農
産

物
や
旬
の
食

材
を
使
い
「
ニ

ラ
ギ
ョ
ー
ザ
」

や
「
土
佐
文
旦

ゼ
リ
ー
」
な
ど

14
品
が
並
び

ま
し
た
。

　

仁
淀
川
地
区
は
、
新
人
研
修
の
一

環
で
、
農
業
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
期
は
日
高
村
の
（
株
）
コ
ス
モ
ス

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
ハ
ウ
ス
で
、
１

月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
そ

れ
ぞ
れ
３
日
間
の
日
程
で
新
人
職
員

９
人
が
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
川
支
所
の
川
村
知
樹
さ
ん
（
19
）

と
伊
野
支
所
の
萩
野
汰
一
郎
さ
ん

（
24
）
は
、
１
月
14
日
か
ら
の
研
修
で

ト
マ
ト
の
摘
果
作
業
を
体
験
。
川
村

さ
ん
は
「
１
日
中
立
ち
仕
事
で
思
っ

た
以
上
に
大
変
だ
っ
た
」
と
話
し
、

萩
野
さ
ん
は
「
作
業
を
通
し
て
農
家

さ
ん
の
苦
労
や
努
力
を
実
感
で
き

た
。
農
家
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
生
産

物
を
今
ま
で
以
上
に
心
を
込
め
て
扱

い
た
い
」
と
、
研
修
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　
（
株
）
コ
ス
モ
ス
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

の
野
村
明
弘
専
務
は
「
組
合
員
が
ど

の
よ
う
な
営
農
活
動
を
し
て
い
る
か

知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
の
仕
事
に
生

か
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

中
越
弘
範
部
長
は
「
研
修
で
丁
寧

な
仕
事
を
心
掛
け
る
こ
と
を
学
ん
で

も
ら
え
た
と
思
う
。
日
々
の
業
務
も

責
任
を
も
っ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
し
ま
し
た
。

　
「
あ
ぐ
り
メ
ン
ズ
く
っ
き
ん
ぐ
ス

ク
ー
ル
」
は
１
月
30
日
、
O
B
会

を
開
き
、
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
高
村
に
あ
る
「
マ
ン
マ
亭
」
の

藤
原
義
任
シ
ェ
フ
を
講
師
に
招
き
、

オ
ム
ラ
イ
ス
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

藤
原
シ
ェ
フ
は
卵
に
空
気
を
含

ま
せ
る
よ
う
に
混
ぜ
る
こ
と
や
チ

キ
ン
ラ
イ
ス
を
卵
で
巻
く
と
き
卓

球
の
ラ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
持
つ
と

よ
い
と
、
コ
ツ
を
伝
授
。
参
加
者

は
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
持
ち
方
が
参

考
に
な
っ
た
」「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

増
え
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

土
佐
市
青
壮
年
部
は
１
月
15
日
、

今
年
で
18
回
目
と
な
る
清
掃
活
動
を

実
施
。
部
員
や
事
務
局
ら
18
人
が
、

約
10
㌔
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

土
佐
市
市
街
地
の
側
溝
の
隙
間
や

植
え
込
み
の
中
な
ど
の
菓
子
の
包
み

紙
や
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

同
青
壮
年
部
の
市
原
靖
久
副
部
長

は
「
例
年
に
比
べ
て
目
立
っ
た
ゴ
ミ

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
歩
道
の
た

ば
こ
の
吸
い
殻
や
植
え
込
み
の
中
の

空
き
缶
な
ど
は
な
か
な
か
減
ら
な

い
。
今
後
も
市
内
の
美
化
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

佐
川
支
所
苺
部
会
は
１
月
30

日
、
佐
川
支
所
で
苺
品
評
会
を
開

き
ま
し
た
。
同
部
会
は
16
人
が
所

属
し
、
品
評
会
に
は
「
ゆ
め
の
か
」

16
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査

員
長
の
県
高
吾
農
業
改
良
普
及
所

の
山
﨑
幸
重
チ
ー
フ
は
「
極
端
な

暖
冬
と
１
月
の
日
照
不
足
で
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の

中
で
例
年
並
み
の
品
質
が
揃
い
、

入
賞
し
た
品
は
色
艶
や
玉
揃
い
が

優
れ
て
い
た
」
と
講
評
し
ま
し

た
。
最
高
位
の
Ｊ
Ａ
高
知
県
組
合

長
賞
に
は
、
小
松
謙
太
郎
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
Ｊ
Ａ
高
知
県
土
佐
市
地
区

柑
橘
果
実
展
示
品
評
会
が
１
月
30

日
、
と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
土
佐
文
旦
と
不
知

火
の
計
52
点
が
出
展
さ
れ
、
池
明
日

詞
さ
ん
（
土
佐
文
旦
）
が
最
高
位
の

県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
中

央
西
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
松
岡
寿

充
所
長
は
「
出
品
さ
れ
た
土
佐
文
旦

は
、
糖
度
は
例
年
並
み
、
酸
度
は
平

年
に
比
べ
若
干
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
果
肉
は
多
汁
で
食
感
は
良
好

だ
っ
た
。
入
賞
候
補
の
果
実
は
甲
乙

つ
け
難
く
、
審
査
は
た
い
へ
ん
難
航

し
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

卒業おめでとうございます！

藤原シェフの手つきに注目する参加者らポイ捨てはやめよう！

厳正に審査する審査員ら「土佐文旦」を審査する審査員ら

摘果作業に励む萩野さん

人気のオムライス学ぶ
メンズくっきんぐスクールＯＢ会

柑橘52点競う
土佐市地区で品評会を開催

　　　佐川支所で苺品評会
小松謙太郎さんが最高位

営農

清掃活動で貢献 土佐市青壮年部
地域貢献

テレビ局の取材を
受けました（北岡さん◯）中

おいしい料理、いろいろ

よ
し
ひ
で
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

長
ネ
ギ

小
ま
め
な
土
寄
せ
で
軟
白
を
長
く
作
る

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ギ
の
原
産
地
は
中
国
西
部
と
い
わ

れ
、
中
国
で
は
２
０
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
日
本
で
も
最
も
古
い
野
菜
の
一つ

で
す
。
特
有
の
臭
気
は
ア
リ
シ
ン
で
、
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
長

ネ
ギ
（
根
深
ネ
ギ
）
は
土
寄
せ
し
て
根
元

に
近
い
部
分
を
30
㎝
以
上
に
軟
白
し
ま
す
。

﹇
品
種
﹈「
金
長
」（
み
か
ど
協
和
）、「
元

蔵
」（
武
蔵
野
種
苗
園
）
な
ど
、
新
し

い
品
種
で
は
「
夏
扇
4
号
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）、「
龍
翔
」（
横
浜
植
木
）
な
ど

が
定
評
が
あ
り
ま
す
。

﹇
栽
培
時
期
﹈ 

春
彼
岸
こ
ろ
に
種
を
ま
き
、

夏
に
植
え
付
け
、
晩
秋
か
ら
冬
に
収
穫

す
る
春
ま
き
栽
培
が
一
般
的
で
す
。

﹇
苗
作
り
﹈
苗
床
と
な
る
場
所
に
前
も
っ

て
、
１
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０

０
g
を
散
布
し
て
耕
し
て
お
き
ま
す
。

次
に
、
畝
間
70
〜
80
㎝
と
し
て
、
く
わ

幅
の
浅
い
溝
を
作
り
、
こ
こ
に
溝
１
m

当
た
り
化
成
肥
料
（
N
：
P
：
K

=

10
：
10
：
10
%
）
１
０
０
g
と
堆
肥
１

㎏
を
施
し
、
溝
の
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お

き
ま
す
（
図
１
）。

　
　

種
は
溝
の
全
面
に
１
〜
２
㎝
間
隔
に

な
る
よ
う
に
ば
ら
ま
き
し
、
覆
土
は
１

㎝
程
度
に
し
ま
す
。
芽
が
出
そ
ろ
っ
た

ら
込
み
合
う
部
分
を
間
引
き
、
1
カ
月

ご
と
に
溝
１
m
当
た
り
化
成
肥
料
20
〜

30
g
を
追
肥
し
ま
す
。
30
〜
40
㎝
く
ら
い

に
育
っ
た
ら
、
苗
の
完
成
で
す
。

﹇
植
え
付
け
﹈
春
ま
き
で
は
６
〜
７
月
が

植
え
付
け
期
で
す
。
耕
し
た
直
後
で
は

植
え
溝
が
崩
れ
る
の
で
、
平
ら
に
な
ら

し
た
後
、
し
ば
ら
く
し
て
溝
を
掘
り
ま

す
。
畝
間
は
90
〜
１
０
０
㎝
、
溝
は
幅

15
㎝
、
深
さ
20
㎝
に
掘
り
下
げ
ま
す
。

苗
は
５
㎝
間
隔
に
溝
に
並
べ
て
立
て
、

根
元
に
少
し
土
を
掛
け
、
そ
の
上
に
わ

ら
や
腐
葉
土
を
５
〜
10
㎝
の
厚
さ
に
入
れ

ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
化
成
肥
料
は
与

え
ま
せ
ん
（
図
２
）。

﹇
追
肥
・
土
寄
せ
﹈
植
え
付
け
１
カ
月
目

か
ら
１
カ
月
ご
と
に
３
〜
４
回
畝
１
m

当
た
り
化
成
肥
料
を
50
g
ま
い
て
土
寄

せ
し
、
軟
白
部
の
長
さ
30
㎝
を
目
標
に

し
ま
す
（
図
３
）。

﹇
収
穫
﹈
最
後
の
土
寄
せ
後
１
カ
月
程
度
で

収
穫
で
き
ま
す
（
図
４
）。

　山菜が採れる季節になりました。揚げたての山菜天ぷらは、
最高ですね！   「エーコープ　米粉入り天ぷら粉」は、手軽にサ
クッとおいしい天ぷらが作れます。水に溶くだけで衣が作れます。
簡単にサクッと作れるのは、米粉が50％配合だから。天ぷらだ
けではなく、お好み焼きの生地にも使えてとっても便利です。

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

Aコープ・直販店で取扱中！
（店舗によっては取り扱っていない場合もございます。ご了承ください）

　

予
防
防
除
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
る
つ
も

り
で
も
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
見
つ
け
次

第
、
拡
大
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
被
害
の
様
子
】

▽
葉
の
周
辺
が
黄
褐
色
に
な
る
と
と
も
に
、
葉
裏

側
へ
、
や
や
そ
り
返
る
。
葉
裏
に
は
光
沢
が
あ

り
、
褐
色
を
帯
び
る
。
症
状
が
す
す
む
と
葉

が
褐
変
、
枯
死
す
る
。
ま
た
、
茎
に
も
多
数

の
虫
が
寄
生
し
、
被
害
部
は
緑
褐
色
〜
褐
色

に
な
る
。

▽
果
実
は
灰
褐
色
に
な
り
、
果
実
表
面
が
硬
化

し
て
多
数
の
細
か
い
亀
裂
が
生
じ
る
。
被
害
果

を
一
見
す
る
と
ナ
シ
（
幸
水
や
豊
水
な
ど
の
赤

梨
）
の
果
実
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

▽
お
も
に
施
設
内
で
発
生
し
、
露
地
で
は
少
な

い
。
圃
場
内
で
の
分
布
は
不
均
一
で
、
初
期
に

は
１
〜
２
か
所
に
発
生
の
ツ
ボ
が
見
ら
れ
、
ツ

ボ
を
中
心
に
徐
々
に
被
害
が
広
が
る
と
と
も

に
、
ツ
ボ
が
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
火
し
て
い
く
。

【
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
虫
の
体
長
は
0.2
㎜
、
体
色
は
黄
褐
色
〜
赤
褐
色

で
、
ク
サ
ビ
形
を
し
て
い
る
。
虫
は
非
常
に
小

さ
い
の
で
肉
眼
で
は
見
え
な
い
が
、
葉
裏
や
茎

に
多
く
、
ル
ー
ペ
や
実
体
顕
微
鏡
で
注
意
し
て

調
べ
る
と
見
つ
か
る
。
な
お
、
多
発
す
る
と
植

物
体
の
上
端
部
（
茎
の
折
れ
曲
が
っ
た
部
分
や

萼
の
先
端
な
ど
）
に
群
が
る
性
質
が
あ
る
。

触
っ
て
み
る
と
〝
サ
ビ
〞
と
い
う
名
前
の
通
り

ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と
し
て
い
る
。

【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
薬
剤
に
は
弱
い
の
で
、
気
が
付
い
た
ら
適
期
防

除
を
行
う
。
使
用
す
る
薬
剤
例
と
し
て
モ
ベ
ン

ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
マ
ッ
チ
乳
剤
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
生
き
て
い
る
間
は
目
視
で
も
範
囲
が
日
々

拡
が
っ
て
い
く
が
、
終
息
す
る
と
拡
が
ら
な
く

な
る
。

【
注
意
】

▽
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
で
触
っ
て
み
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
基
本
的
に
は
衣
類
に
付
着
し
て
拡
が
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
触
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。
ま
た
、
蜂
を
導
入
し
て
い
る
場
合
、

蜂
か
ら
の
拡
大
も
あ
る
。

　

連
作
障
害
は
栽
培
に
お
け
る
重
要

課
題
の
一
つ
で
す
。
主
な
原
因
と
し

て
は
、
特
定
の
品
目
が
同
じ
圃
場
で

連
作
さ
れ
、
そ
れ
を
好
む
土
壌
病
害

虫
が
増
え
る
た
め
に
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
大
切
な
の
は
定
植
前
か
ら

の
対
策
で
す
。

【
病
害
虫
の
発
生
場
所
・
対
策
に
つ
い
て
】

　

野
菜
病
害
の
発
生
は
大
き
く
分
け
る

と
地
上
部
と
土
壌
部
に
な
り
ま
す
。
地

上
部
で
は
、
病
害
虫
の
発
生
前
に
お
け
る

予
防
防
除
や
初
期
の
適
切
な
対
応
及
び

栽
培
管
理
に
お
い
て
、
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
土
壌
病
害
は

地
上
部
に
何
ら
か
の
症
状
が
現
れ
て
気
づ

く
こ
と
が
多
く
、
栽
培
中
に
発
生
し
て

し
ま
う
と
抑
え
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
病
害
に
加

え
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
の
被
害
も
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
対
策
と
し
て
は
土
壌
消
毒
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
太
陽
熱
消
毒
、
蒸

気
・
熱
水
消
毒
、
土
壌
還
元
消
毒
な
ど

あ
り
ま
す
が
、
短
期
間
で
効
果
の
安
定

や
一
般
的
な
消
毒
と
し
て
は
土
壌
消
毒
剤

の
使
用
で
す
。

【
土
壌
消
毒
剤
に
つ
い
て
】

　

登
録
農
薬
と
し
て
、
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ

ン
・
キ
ル
パ
ー
・
バ
ス
ア
ミ
ド
な
ど
の
土
壌

消
毒
剤
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
有
効
成

分
に
よ
っ
て
、
病
害
虫
に
対
す
る
効
果
・

特
性
が
違
っ
て
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
状
の

土
壌
病
害
虫
を
把
握
し
た
上
で
、
選
択
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

主
に
土
壌
消
毒
剤
は
、
土
中
で
ガ
ス
化

し
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
、
被
覆
用
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
、
く
ん
蒸
期
間
、
ガ
ス
抜
き
は
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
使
用
の
際

に
は
作
業
者
、
近
隣
へ
の
安
全
を
十
分
に

配
慮
し
、
使
用
基
準
・
使
用
方
法
を
遵
守

し
、
適
正
に
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
園
芸
で
の
後
作
や
植
え
替

え
時
期
等
に
は
、
土
壌
病
害
虫
に
も
注
意

し
て
次
作
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 営農指導員

山本　悠冊

営農指導員
上野　駿

土
壌
消
毒
の

必
要
性

病
害
虫
対
策

【
ト
マ
ト
　
サ
ビ
ダ
ニ
】

エーコープ
「米粉入り天ぷら粉」

樹にサビダニが
発生している




